
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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第5章　開国と
近代日本の歩み
(1)欧米の進出
と日本の開国
(2)明治維新
【歴史的分野】

開国と明治維新の意義に
ついて理解する。

開国と明治維新について
・欧米の接近
・日本の開国
・江戸幕府の滅亡
・明治維新
・日清･日露戦争と近代産業
を理解している。

開国から幕府の滅亡、明治
維新、そして富国強兵政策
と流れをおさえて理解する
ことができる。

活動に対して積極的に取り
組むことができる。
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第6章　二度の
世界大戦と日本
【歴史的分野】

� 第一次世界大戦の背景と
その影響，民族運動の高
まりと国際協調の動き，
我が国の国民の政治的自
覚の高まりと文化の大衆
化などを基に，第一次世
界大戦前後の国際情勢及
び我が国の動きと，大戦
後に国際平和への努力が
なされたことを理解させ
る。

第一次世界大戦の背景とそ
の影響，民族運動の高まり
と国際協調の動きなどを基
に，第一次世界大戦前後の
国際情勢と，大戦後に国際
平和への努力がなされたこ
とを理解している。

戦争に向かう時期の社会や
生活の変化，世界の動きと
我が国との関連などに着目
して，事象を相互に関連付
けるなどして，第一次世界
大戦前後の国際情勢につい
て，近代の社会の変化の様
子を多面的・多角的に考察
し，表現している。

第一次世界大戦前後の国際
情勢について，そこで見ら
れる課題を主体的に追究，
解決しようとしている。
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第7章　現代の
日本と私たち
【歴史的分野】

� 冷戦，我が国の民主化と
再建の過程，国際社会へ
の復帰などを基に，第二
次世界大戦後の諸改革の
特色や世界の動きの中で
新しい日本の建設が進め
られたことを理解させ
る。

冷戦，我が国の民主化と再
建の過程，国際社会への復
帰などを基に，第二次世界
大戦後の諸改革の特色や世
界の動きの中で新しい日本
の建設が進められたことを
理解している。

諸改革の展開と国際社会の
変化，政治の展開と国民生
活の変化などに着目して，
事象を相互に関連付けるな
どして，日本の民主化と冷
戦下の国際社会，日本の経
済の発展とグローバル化す
る世界について，現代の社
会の様子を多面的・多角的
に考察し，表現している。

現代の日本と世界につい
て，よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題
を主体的に追究，解決しよ
うとしている。
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第2章　個人の
尊重と日本国憲
法
【公民的分野】

人間の尊重についての考
え方を，基本的人権を中
心に深め，法の意義を理
解させる。

人間の尊重についての考え
方を，基本的人権を中心に
深め，法の意義を理解して
いる。

対立と合意，効率と公正，
個人の尊重と法の支配，民
主主義などに着目して，我
が国の政治が日本国憲法に
基づいて行われていること
の意義について多面的・多
角的に考察し，表現してい
る。

人間の尊重についての考え
方を，基本的人権を中心に
深め，法の意義を理解して
いる。
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第3章　現代の
民主政治と社会
【公民的分野】

国会を中心とする我が国
の民主政治の仕組みのあ
らましや政党の役割を理
解させる。

国会を中心とする我が国の
民主政治の仕組みのあらま
しや政党の役割を理解して
いる。

対立と合意，効率と公正，
個人の尊重と法の支配，民
主主義などに着目して，民
主政治の推進と，公正な世
論の形成や選挙など国民の
政治参加との関連について
多面的・多角的に考察，構
想し，表現している。

民主政治と政治参加につい
て，現代社会に見られる課
題の解決を視野に主体的に
社会に関わろうとしてい
る。
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第4章　私たち
の暮らしと経済
【公民的分野】

身近な消費生活を中心に
経済活動の意義について
理解させる。

身近な消費生活を中心に経
済活動の意義について理解
している。
市場経済の基本的な考え方
について理解している。そ
の際，市場における価格の
決まり方や資源の配分につ
いて理解している。

対立と合意，効率と公正，
分業と交換，希少性などに
着目して，個人や企業の経
済活動における役割と責任
について多面的・多角的に
考察し，表現している。

市場の働きと経済につい
て，現代社会に見られる課
題の解決を視野に主体的に
社会に関わろうとしてい
る。
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第5章　地球社
会と私たち
【公民的分野】

世界平和の実現と人類の
福祉の増大のためには，
国際協調の観点から，国
家間の相互の主権の尊重
と協力，各国民の相互理
解と協力及び国際連合を
はじめとする国際機構な
どの役割が大切であるこ
とを理解させる。その
際，領土，国家主権，国
際連合の働きなど基本的
な事項について理解させ
る。

地球環境，資源・エネル
ギー，貧困などの課題の解
決のために経済的，技術的
な協力などが大切であるこ
とを理解している。

対立と合意，効率と公正，
協調，持続可能性などに着
目して，日本国憲法の平和
主義を基に，我が国の安全
と防衛，国際貢献を含む国
際社会における我が国の役
割について多面的・多角的
に考察，構想し，表現して
いる。

世界平和と人類の福祉の増
大について，現代社会に見
られる課題の解決を視野に
主体的に社会に関わろうと
している。
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終章　より良い
社会を目指して
【公民的分野】

社会的な見方・考え方を
働かせ，私たちがよりよ
い社会を築いていくため
に解決すべき課題を多
面的・多角的に考察，構
想し，自分の考えを説
明，論述させる。

社会的な見方・考え方を働か
せ，私たちがよりよい社会を築
いていくために解決すべき課
題を多面的・多角的に考察，構
想し，自分の考えを説明，論述
している。

私たちがよりよい社会を築
いていくために解決すべき
課題について，現代社会に
見られる課題の解決を視野
に主体的に社会に関わろう
としている。

評価方法
定期テスト、小テスト 定期テスト、ワークシー

ト、レポート
ワークシート、単元振り返
りシート、課題の取り組み
状況

評価基準 　 上記の評価規準、評価方法に基づき各観点別に 「Ａ：十分満足できる」
   合計１４０時間 「Ｂ：おおむね満足できる」

「Ｃ：努力を要する」
８０％以上の達成率＝Ａ
５０％～８０％の達成率＝Ｂ

【関連する単元】
（歴史）古代までの日本
（地理）日本の諸地域

活動に対して積極的に取り
組み、意欲的に追究するこ
とができる。

５０％未満の達成率＝Ｃ　　　　　と判定する

現代日本の特色として少子
高齢化，情報化，グローバ
ル化などが見られることに
ついて理解している。

位置や空間的な広がり，推
移や変化などに着目して，
少子高齢化，情報化，グ
ローバル化などが現在と将
来の政治，経済，国際関係
に与える影響について多面
的・多角的に考察し，表現
している。

私たちが生きる現代社会と
文化の特色について，現代
社会に見られる課題の解決
を視野に主体的に社会に関
わろうとしている。

第1章　現代社
会と私たち
【公民的分野】

現代日本の特色として少
子高齢化，情報化，グ
ローバル化などが見られ
ることについて理解させ
る。15
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観点別評価規準（主たるもの）

修学旅行
（9月）

令和7年度　昭島市立清泉中学校

社会　年間指導計画、評価規準　〔第3学年〕

月 時数 単元名と内容 単元のねらい
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